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	第1章 総則
	1.1 本規則は、ISMAP運営委員会が定める「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度(ISMAP)基本規程」（以下、「基本規程」という）に基づき、クラウドサービスの登録（以下、「サービス登録」という）に関する事項を定める。
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	3.8 申請者が提出書類、申請手続き及びISMAP運用支援機関との連絡に使用する言語は、日本語でなければならない。
	3.9 申請者は、申請の対象となるクラウドサービスを自社又は委託先の提供するサービスを利用して、自らの名前で提供している者でなければならない。
	3.10 申請者は、日本の法令及び本規則その他の基本規程に定める規程等が定める事項を遵守し、ISMAP運営委員会に提供する情報に事実と相違がないようにしなければならない。
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	4.1 申請者は、「様式3 登録申請書」を使用し、以下の文書を添えて、別表１に示す提出方法（以下、「指定の方法」という）によりISMAP運用支援機関を通じてISMAP運営委員会に提出する。
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	7.2 ISMAP運用支援機関は、ISMAP運営委員会が登録の更新の決定を行ったクラウドサービスについて、ISMAPクラウドサービスリストを更新し、Webサイトを通じて公開する。また、申請者に「様式3 登録通知書」により通知する。
	7.3 登録者は、登録通知書について、下記に示す管理をしなければならない。
	(1) 登録有効期限まで、原本を保持すること
	(2) 登録範囲を逸脱し又は本制度の趣旨に反する使用をしないこと
	7.4 ISMAP運用支援機関は、本規則の6.3に規定するISMAP運営委員会の判断を受けて、登録要求事項を満たしていないとしたクラウドサービスについて、ISMAPクラウドサービスリストに登録できない旨を申請者に「様式6 結果通知書」により通知し、審査登録手続を終了する。

	第8章 サービス登録の有効期間
	8.1 登録者は、登録の対象となった監査の対象期間の末日の翌日から1年4ヶ月後までに、更新の申請をしなければならない。サービス登録の有効期間は、この更新の申請の有効期限までとし、登録の有効期限までに更新の申請が行われない場合には、自動的に登録が削除される。なお、当該申請に対する登録の判断がISMAP運営委員会でなされるまでは、直前の登録の有効期限以降も引き続き登録を有効とする。それ以降の登録の更新についても同様とする。
	8.2 登録者は、登録の更新の申請を行う際には、本規則の第3章及び第4章の規定に従い申請を行わなければならない。

	第9章 情報セキュリティインシデント発生時の報告
	9.1 登録者は、登録されている自身のクラウドサービスについて情報セキュリティインシデントが生じた場合、遅滞なく「様式7 情報セキュリティインシデントに関する報告書」に必要事項を記載し、ISMAP運用支援機関を通じてISMAP運営委員会に報告すること。
	9.2 ISMAP運用支援機関は、登録者が9.1の報告を行っていないにも関わらず、情報セキュリティインシデントの発生を認知した場合、当該サービス登録の一時停止を行うとともに、前項に規定する報告を求めることができる。
	9.3 ISMAP運用支援機関は、前二項の報告の内容を受けて、必要に応じて追加の報告を求めることができる。
	9.4 ISMAP運用支援機関は、本章に規定する報告の内容を受けて、必要に応じて本規則第11章に規定するモニタリングを実施することができる。

	第10章 重大な統制変更等の届出
	10.1 登録者は、登録されている自身のクラウドサービスについて重大な統制変更又は重大な統制変更につながり得る事象が発生した場合、遅滞なくISMAP運用支援機関を通じてISMAP運営委員会に「様式8 重大な統制変更届出書」により変更内容を届け出ること。

	第11章 モニタリング
	11.1 ISMAP運用支援機関は、登録者が本規則第3章に規定する要求事項を登録期間中にわたって継続的に満たしていることを確認するために、以下の各号に該当する場合にモニタリングを実施することができる。
	11.2 モニタリングは、以下の手順で行う。

	第12章 再監査
	12.1 ISMAP運用支援機関は、本規則第11章に規定するモニタリングの結果、登録者が11.2(5)(ア)に該当すると判断した場合、当該登録者に対して「様式11 モニタリング実施結果等通知書」において、該当箇所に関する再監査を求めることができる。なお、再監査における監査は原則として整備状況評価とする。
	12.2 登録者は、再監査の求めを受けた場合、当該通知書に記載の期日までに該当箇所に関する再監査を受け、該当箇所に関する言明書及び実施結報告書をISMAP運用支援機関に提出しなければならない。
	12.3 ISMAP運用支援機関は、前二項に規定する内容により本規則第３章に規定する要求事項が適切に実施されていることが確認できた場合、「様式11 モニタリング実施結果等通知書」により登録者に通知し再監査のプロセスを終了する。
	12.4 ISMAP運用支援機関は、前各項に規定する内容により本規則第３章に規定する要求事項が適切に実施されていることが確認できなかった場合、「様式11 モニタリング実施結果等通知書」により登録者に通知し本規則第13章に規定する再申請への対応を求める。
	12.5 ISMAP運用支援機関は、再監査のプロセスが終了するまで、当該クラウドサービスが再監査のプロセスにあることをISMAPクラウドサービスリストにおいて公表する。

	第13章 再申請
	13.1 ISMAP運用支援機関は、本規則第11章に規定するモニタリングの結果、登録者が11.2(5)(イ)に該当すると判断した場合及び本規則第12章に規定する再監査の結果再申請が必要と判断した場合、当該サービスの登録を削除した上で、当該登録者に対して「様式11 モニタリング実施結果等通知書」において、再申請を求めることができる。
	13.2 再申請における手続については、本規則第3章から第7章までの規定を準用する。

	第14章 登録の削除
	14.1 登録者は、次のいずれかに該当する場合、遅滞なく「様式12 登録取下届出書」を制度所管官庁に届け出ること。
	14.2 ISMAP運用支援機関は、以下のいずれかに該当する場合、ISMAPクラウドサービスリストから当該サービスを削除するとともに、「様式6 結果通知書」を用いてその旨を登録者に通知する。

	第15章 登録に係る異議申立て
	15.1 申請者又は登録者は、サービス登録に関する処置への異議がある場合、ISMAP運用支援機関を通じてISMAP運営委員会あてに「様式13 異議申立書」により申し立てを行うことができる。
	15.2 ISMAP運用支援機関は、前項の異議申立書を受け取った場合には、「様式14 異議申立書への回答」により当該申立者に回答を行う。

	別表1 申請書の提出方法
	様式1 言明書
	様式2 経営者確認書
	様式3 登録申請書
	様式4 審査報告書
	様式5 登録通知書
	様式6 結果通知書
	様式7 情報セキュリティインシデントに関する報告書
	様式8 重大な統制変更届出書
	様式9 ISMAPクラウドサービスリスト登録事項変更届出書
	様式10モニタリング実施通知書
	様式11 モニタリング実施結果等通知書
	様式12 登録取下届出書
	様式13 異議申立書
	様式14 異議申立書への回答

